
　

　

今
年
は
「
上
杉
メ
モ
リ
ア
ル

フ
ェ
ス
タ
」
と
し
て
、「
米
沢
戊
辰

１
５
０
年
（
色
部
長
門
）」
に
始
ま

り
、
９
月
に
は
「
直
江
兼
続
公
没

４
０
０
回
忌
記
念
事
業
」、「
な
せ

ば
な
る
秋
ま
つ
り
」、「
よ
う
ざ
ん

桜
の
杜
づ
く
り
事
業
」、
林
修
氏

に
よ
る
「
上
杉
鷹
山
公
記
念
講
演

会
」、「
帝
人
１
０
０
周
年
記
念
米

沢
イ
ベ
ン
ト
」
な
ど
、
一
連
の
事

業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
多
く
の

方
に
ご
参
加
、
ご
来
場
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
各
大
学
の
学
生
や
関
係

団
体
の
皆
様
、
多
く
の
市
民
の
皆

様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
一
連
の
事
業
を
通
じ
て
、

上
杉
氏
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て

き
た
「
歴
史
文
化
遺
産
」、
鷹
山
公

の
「
米
沢
織
」
を
始
め
と
す
る
殖

産
興
業
の
偉
大
さ
を
改
め
て
実
感

し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
イ
ベ
ン

ト
の
成
功
を
た
だ
喜
ぶ
だ
け
で
は

な
く
、「
郷
土
へ
の
誇
り
と
愛
着
心

を
高
め
、
そ
の
想
い
を
未
来
へ
と

引
き
継
ぐ
」
と
し
た
「
上
杉
メ
モ

リ
ア
ル
フ
ェ
ス
タ
」
の
テ
ー
マ
に

基
づ
き
、
米
沢
づ
く
り
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
少

子
高
齢
化
な
ど
の
厳
し
い
環
境
に

あ
る
現
在
、
米
沢
を
支
え
て
き
た

先
人
た
ち
の
想
い
を
も
う
一
度
か

み
し
め
、
米
沢
の
未
来
を
つ
な
い

で
い
く
必
要
が
あ
り
、そ
こ
に
「
上

杉
メ
モ
リ
ア
ル
フ
ェ
ス
タ
」
の
意

義
も
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

遺
産
と
も
い
え
る
米
沢
そ
の
も

の
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
、〝
挑
戦
と
創

造
の
あ
か
し
米
沢
品
質
〟の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

おしょうしな
 よねざわ
今月のはなし

上杉メモリアルフェスタを

通じて

日
本
酒
で
米
沢
と
世
界
を

つ
な
ぐ
架
け
橋
へ

　皆さんは、海外で日本酒の人気が高まっている
ことを知っていますか。今年は本県で IWC（イン
ターナショナルワインチャレンジ）日本酒部門が
開催されました。日本酒の美味しさを英語では
どう表現するのでしょうか。「やや甘口は semi-
sweet、辛口はdry。華のような香りはfloralです」。
こう解説するのは、小嶋総本店で働くアレクサン
ダー・スミス（愛称：アレックス）さんです。
　アレックスさんは現在、製造部仕込課で日本酒
造りの工程を一から学んでいます。「昨日は泊ま
り込みの仕事でした。麹

こうじ

室
むろ

では、毛布を掛けたり
取ったりして、温度や湿度を小まめに調節してい
ます」と答えるアレックスさん。その表情はとて
も明るく、昨晩の疲れを感じさせません。
　アレックスさんに、米沢の日本酒の魅力を聞き
ました。「蔵元と米農家の関係がとても近く、地
元産というこだわりがあるところです。何より日
本酒が地域の中で大切にされ、誇りを持って酒造
りに取り組んでいる点に惹

ひ

かれました」。
　外国人旅行者向けに、酒造資料館を案内するこ

ともあるというアレックスさんは語ります。「米
沢の日本酒をお土産に、アメリカの友人を訪ねた
ことがあります。その時、彼らがその美味しさに
驚いてくれました。アメリカには日本酒のバーも
ありますが、米沢の酒の味はまだまだ知られてい
ません。日本酒を通して、米沢と世界との Bridge
（架け橋）になりたいです」。アレックスさんの夢
を乗せて、初めて仕込みに関わった新酒がいよい
よ出荷を迎えます。

20今を輝く人に聞く

まちひと
酒蔵で日本酒造りを一から学ぶ

アレクサンダー・スミス  さん（松が岬２丁目）
[Profile]アメリカ・シアトル出身。大学で日
本語を学び、ALT として３年半前に来日。知人
の紹介を経て、５月に㈱小嶋総本店に入社した。
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